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国
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バ
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港
湾
検
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委
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に
お
け
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性
に
関
す
る

質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
君
提
出
国
土
交
通
省
「
国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
検
討
委
員
会
」
に
お
け
る
検
討
の
方
向
性
に
関

す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
検
討
委
員
会
」
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

穀
物
、
鉄
鉱
石
及
び
石
炭
を
対
象
と
し
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

大
型
船
に
よ
る
国
際
バ
ル
ク
貨
物
の
一
括
大
量
輸
送
を
行
う
港
湾
と
し
て
「
選
択
」
と
「
集
中
」
の
対
象
と
す
る
港
湾
（

以
下
「
国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
」
と
い
う
。
）
の
選
定
に
当
た
っ
て
の
評
価
項
目
、
評
価
基
準
等
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の

「
荷
主
の
立
地
状
況
」
に
関
す
る
評
価
の
在
り
方
を
含
め
、
今
後
、
委
員
会
に
お
い
て
、
我
が
国
の
産
業
の
競
争
力
強
化
と

い
う
観
点
か
ら
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

委
員
会
に
お
い
て
は
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
品
目
に
係
る
荷
主
か
ら
御
意
見
を
伺
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、

港
湾
の
利
用
者
の
御
意
見
を
審
議
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
社
団
法
人
日
本
船
主
協
会
及
び
社
団
法
人
日
本
港
運
協
会
の
代
表

一



者
等
に
、
委
員
会
に
御
参
画
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
整
備
内
容
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
委
員
会
に
お
い
て
、
国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
の
選
定
に
応
募
す
る
港
湾

管
理
者
の
御
提
案
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

二


